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○細島港工業港地区の全ての係留施設は、建設後50年経過し、耐震性も確保されていない。また、背後ふ頭用地が狭隘であるた
め、既存計画の複合一貫輸送ターミナルの機能が果たせない状況である。

○さらに東京航路に投入されている船舶は、現時点において、船齢20年以上経過しており、リプレイスに伴う大型RORO船を投入
する計画である。

○これらの課題に対応するため、複合一貫輸送ターミナルを集約するため令和3年3月に港湾計画を一部変更した。

工業港1号岸壁（水深10m）
整備年次：昭和38年度

工業港2号岸壁（水深10m）
整備年次：昭和45年度

工業港3号岸壁（水深5.5m）
整備年次：昭和40年度

工業港4号岸壁（水深5.5m）
整備年次：昭和40年度

工業港5号岸壁（水深5.5m）
整備年次：昭和45年度

工業港6号岸壁（水深7.5m）
整備年次：昭和45年度

【工業港地区の岸壁整備年次】

：RORO（既存計画）

：公共岸壁

：RORO（新規計画）

：RORO（既存計画）

将来シャーシ貨物需要及び新規航路、大型RORO船への対応と増便に
配慮し、2バースを計画。

新規計画
岸壁（水深9m） 延長240m
※令和４年度新規採択

岸壁（水深7.5m）延長180m

集約化

【ターミナルの集約化】


